
1 

 

第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 第１回寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議 

開催日時 平成28年3月24日（木曜日）9：10～10：40 

開催場所 寒川総合図書館 ３階 会議室 

出席者名、欠

席者名及び

傍聴者数 

出席委員：三澤委員(委員長)、中間委員(副委員長) 

椎野委員、遠藤委員、伊藤委員、浅野委員 

稲葉委員、北村委員、千葉委員（9名） 

事務局：古谷福祉部長、鈴木高齢介護課長 

高齢福祉担当：原主査 

介護保険担当：仲手川副主幹、広田主任主事、 

関谷主任主事、後藤主事 

傍聴者数：０名 

議 題 

1. 委員長・副委員長の選出について 

2. 議事録承認委員について 

3. 寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議について 

4. 現在の寒川町について 

5. 今後の予定について 

6. その他 

決定事項 
委員互選により委員長は三澤委員、副委員長は中間委員を選出。 

また、次回会議に向けたアンケートを５月１３日（金）までに提出。 

公開又は非

公開の別 

 

公開 

非公開の場合その

理由（一部非公開

の場合を含む） 

 

 

議事の経過 

＜議事前段の進行＞ 

○委嘱状交付 

 町長より、各委員へ委嘱状の交付 

○町長挨拶 

～町長退席～ 

○委員自己紹介 

○事務局自己紹介 
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＜ここから議事＞ 

議題1 会長・副会長の選出について 

委員互選により選出。委員より委員長に三澤委員、副委員長に

中間委員を推薦する旨の発言あり。出席委員の了承により、委

員長に三澤委員、副委員長に中間委員を選出。 

 

以降は委員長である三澤委員の司会で進行。 

○委員長挨拶 三澤委員長 

 

議題2 議事録署名委員ついて 

仲手川副主幹：慣例により、委員名簿の順番で上から2名（会

長・副会長は除く）ずつ順番にお願いしている。議事録は要点

筆記で行う。署名委員に送付し確認が取れたら、確認日を事務

局で入力（記載）する。その後委員にも送付し、町のホームペー

ジに掲載することで公開とする。 

 

三澤委員長：事務局の説明より、今回は椎野委員と遠藤委員が

議事録署名委員となるがいかがか。 

異議なしと認め、本回の議事録署名委員は椎野委員、遠藤委員

とする。 

 

 

議題3 寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議

について 

議題4 現在の寒川町について 

後藤主事：【資料1,3を用いて推進会議について、目的、審議

内容、予定について説明】 

質疑なし 

 

三澤委員長：幅広い皆様のご意見を伺いつつ、総合事業につい

て考えていきたいとのことだが、どうか。 

 

稲葉委員：確認をさせていただきたい。第６次寒川町高齢者保

健福祉計画においては介護保険料標準月額が4,147円となって

いるが、この数字は他市町村と比較した際にはどのような特徴

があるのか。また、現状の給付のままで２０２５年を迎えた場
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合、どのような見通しかを教えていただきたい。この先、逼迫

するのか、ほどほどで運営が出来るのか、といったような程度

で構わない。 

 

仲手川副主幹：保険料の状況については、県内で下から２番目

となっている。金額については、寒川は4,150円だが、県の平

均は4,970円で、5,000近い金額となっている。この先のイメー

ジとしては、高齢者人口が増加するに従って、給付も増えてい

くということで考えている。 

 

三澤委員長：県内でも介護保険料標準月額が高い川崎や横浜

は、そのままの保険料で推移すると表明しているが、介護保険

料標準月額が低い寒川町はこのままで大丈夫なのか、を伺いた

い。次回会議に向けた照会があることを考えると、どのような

概況なのかを示していただきたい。 

 

稲葉委員：細かい数値、ということではないが、寒川がどのよ

うな立場に置かれているのかを把握しておきたい。 

 

鈴木課長：単純に考えて、要介護認定者数が２倍になるのであ

れば、給付も２倍になると考えていく必要がある。 

だが、今回の制度改正で、要介護認定者数を減らし、介護保険

制度を運営していきたいというのが国の考えと認識している。 

 

稲葉委員：寒川町介護保険事業所連絡会の代表もしている立場

からの発言だが、寒川町は事業所が大都市部のように、どんど

ん増えていくような町ではない。 

しかし、ここで給付から要支援１～２のヘルパーとデイサービ

スが外れるとすれば、その状況の中で、その受け皿の充実を考

えていくことになる。 

 

三澤委員長：稲葉委員の発言の様に、寒川町には寒川町の切迫

した状況があるということ。昨日も、県の会議に出席した中で、

藤沢や平塚などでは運営が難しいから、事業を縮小している事

業者がいると聞いた。27年度改正で人が減った上で、さらに30

年度の改正で減ったとすれば、事業所は立ち行かなくなるの
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で、平成29年度から新たに受け皿を開設をといっても、名乗り

を上げる事業所はいないと考える。 

 

稲葉委員：大きな課題として、事業所は減る、町内に多様な受

け皿もない、その状況で高齢者数が増えていくとすれば、そこ

に合わせた対応策を考えていく必要があると考えている。 

 

三澤委員長：質問だが、総合事業の多様なサービスを実施せず、

現行相当のままのサービスを維持した場合、寒川町は現行の保

険料で平成29年度は保険給付を賄えるのか。 

 

鈴木課長：寒川町第６次高齢者保健福祉計画は、平成29年度ま

でを見越した計画であり、その中では問題なく保険給付を賄い

きれると考えている。 

 

三澤委員長：第６次高齢者保健福祉計画は、平成26年度に推計

して策定したものであるので、現時点での、実際の推移を知り

たい。もしも、これが、策定時点の推計と異なるようであれば、

基金を崩すということにもなりかねない。どれだけ、猶予の部

分があるのかということも知っておきたい。 

 

仲手川副主幹：保険給付の推計については、第６次高齢者保健

福祉計画のp52-53で載せている。この推計は、総合事業の多様

なサービスを実施せず、現行相当のままサービスを提供した場

合のものと考えていただきたい。また、平成27年度時点での給

付の状況だが、現時点で3月分の国保連からの請求がきていな

いが、計画値の範囲内におさまってくると考えている。また、

次の平成28年度については、予算編成を終えているが、ここに

載せている推計値よりも若干上がる形となっているが、大きく

外れていくものではない。 

 

三澤委員長：p62の新しい総合事業における介護予防訪問介護

（ヘルパー）と介護予防通所介護（デイサービス）については、

どのように推計をおこなったのか。 
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仲手川副主幹：こちらについても、現行のサービスのまま地域

支援事業に移行した場合として数値を出している。 

 

稲葉委員：第一回目の会議でもあり、あまり細かいことを求め

てはいない。現行のサービスのままを続けた場合どうなるの

か。すぐにでも、保険料をおさえていなければ寒川町の介護保

険料は赤字になってしまうような状況なのか、ということをお

聞きしたい。 

 

仲手川副主幹：計画としては、そのようなことにはならないと

見込んでいる。 

 

伊藤委員：不確定要素などは入っていないので、計画のとおり

に、ぴったりと数字を読むというのは難しいと思う。 

 

浅野委員：質問だが、これから先、介護保険の事業所も厳しい

状況に置かれてくるということだが、地域のボランティアやＮ

ＰＯがサービスの担い手として活躍すると、事業所の仕事が

減っていくという理解でよろしいか。 

 

三澤委員長：そうではなく、増加する高齢者に対して、事業所

だけではなく、多様な主体が協力していく必要があるというこ

とになる。 

 

浅野委員：多様なサービス主体が協力して、どのようなものを

目指していくかを協議する、ということでよいか。 

 

三澤委員長：その理解でよろしいかと思われる。 

 

議題5 今後の予定について 

 

仲手川副主幹：【今後の予定について参考資料３を用いて説明】 

・平成28年度第１回会議 ６月中～下旬を予定 

・平成28年度第２回会議 ８月下旬～９月を予定 

→第２回会議終了時には、平成29年度の総合事業の形を決定す
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るつもりで。また、多様なサービスを考えていく上で、地域資

源として考えられるものを、配布したアンケートに記載し、5

月13日（金）までに提出をしていただきたい。次回の協議の元

とする。 

 

三澤委員長：各委員、４月中に選出団体のなかで、しっかり検

討をしていただければと思う。また、各団体間でも、クロスす

るところもある、例えば民生委員でやっているサロンが老人ク

ラブ連合会と協力しているといった事例も聞く。 

 

北村委員：そういった我々の普段の取り組みでもよいのか。 

 

鈴木課長：勿論です。むしろ、そういった情報こそを必要とし

ています。 

 

稲葉委員：先日、さわやか福祉財団の丹常務理事と話をさせて

いただいたが、その際に聞いた話では、この総合事業を行政で

は多様なサービスと表現するが、あくまでも「地域での助け合

い」という捉え方をすることが必要ということだった。 

 

三澤委員：では、助け合いという意識のもとに、各団体が現在、

何をやっているのか、それらの取り組みも微妙に重なっていた

りするので、どんどんと紹介していただき、協力できるところ

はしていければよいのではないだろうか。 

私は今、ローターリークラブに所属しているが、そこで介護予

防についてのプレゼンをしたが、地域によっては既に志のある

人が介護予防の指導をしているといった事例に出会うことも

あった。そういった事例を、今回のアンケートで出し合い、助

け合いというつもりで総合事業の多様なサービスを考えてい

ければと思う。 

 

中間委員：私は今回、老人クラブ連合会として選出されている

が、中瀬自治会でも活動をしている。中瀬自治会では、社会福

祉協議会から補助金が出ているサロンを運営しているが、そう

いった、今回の選出団体以外の活動でも該当すると思われるも

のがあれば、アンケートに記載してよいか。 
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鈴木課長：選出団体以外の情報でも、把握しているものがあれ

ば、教えていただきたい。ただ、その際には、他団体の取り組

みである旨がわかるように記載していただきたい。 

 

議題6 その他 

特になし 

 

（閉会） 

○副委員長挨拶 中間委員 

 

配付資料 

配布資料 

資料１ 寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議設置要綱 

資料２ 寒川町生活支援・介護予防サービス基盤整備推進会議委員名簿 

資料３ 説明資料 

参考資料１ 介護予防・日常生活支援総合事業ガイドライン抜粋 

参考資料２ 現行の予防給付（総合事業移行部分）と介護予防事業 

第６次寒川町高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画書） 

平成２７年度寒川町高齢者ガイド（ケアパス） 

議事録承認委員及び

議事録確定年月日 
椎野 重子、遠藤 治子（平成２８年５月１３日確定） 

  

 


